
　＊飛星アプリの使い方（詳細版）

＊紫微～化忌の星が、命盤のどの(宮の)十二支かをそれぞれ選択する。例えば化権は「卯」の宮(子女宮)にあるので、

ここを『卯』に選択するという意味です。(最初選択するだけで、大限運も流年運も流月運も全て同じということ)

☆大限運の運勢表作成

☆例題の命盤

(年齢は数え年)

＊紫微～化忌の十二支と

寅の宮の十干と本命宮は、

一度入力するだけで大丈夫。

（その後、変更しなくてもよい）

＊変更していくのは、操作方法

の(2)の部分と用神の宮と、

それぞれ(大限・流年・流月)

の命宮の部分だけです。

＊ここの飛星結果を運勢表に記入する

＊命遷線

＊用神線

＊この場合は、疾厄宮の大限のことを見ている

＊この場合は、D4~の10年間が午の宮ということ

（D14~の10年間）

＊申(D24~)・酉(D34~)・戌(D44~)・亥(D54~)・子(D64~)・丑(D74~)...と変えて結果を観ていく

（ただし大限の場合のみ、順運と逆運があるので、逆運の場合は、午・巳・辰・卯・寅....という風に変えていく）

＊調べたい用神の宮に変更していく（この場合は疾厄宮）

＊飛星派による大限運・流年運・流月運を見るので、ここを選択



　＊飛星アプリの使い方（詳細版）

☆この命盤を例として

飛星アプリでそれぞれの

運勢表の出し方を説明

☆流年運の運勢表作成

(設定のやり方は、基本的には大限も流年も流月も同じ)

（D54~の10年間）

＊54~63歳までの10年間(大限)での1年間(流年運)をみる場合

（ただし、大限が切替わる時期に気をつけること！）

＊2025年は巳年なので、ここの流年命宮の所は「巳」になる

＊流年運を出す場合も、変更していくのは用神宮と流年命宮だけです。

＊2026年は午年なので、ここの流年命宮の所は「午」になる



　＊飛星アプリの使い方（詳細版）

☆この命盤を例として

飛星アプリでそれぞれの

運勢表の出し方を説明

☆流月運の運勢表作成

(設定のやり方は、基本的には大限も流年も流月も同じ)

＊2025年の1月は丑の宮になるので、ここの流月命宮の所は「丑」になる

＊上記の丑月から寅月・卯月・辰月・巳月・午月.....という風に変えて結果を見ていく

（2025年）


